
























































































に に ぎ の
邇藝命
みこと
に授けた三種の神器の一つであり、その剣が
「草
くさなぎのたち
那藝劔」と呼ばれることと、神器と一緒に稲穂が授けられたことから、稲を
刈る道具に結びつくとする。したがって、刀剣は古くから「農耕によって生きる
人間の信仰心の支えとなるもの」として扱われてきたのであり、神社に刀剣を奉
納したり、刀が御神体そのものになったり、子供が生まれると守り刀を造らせた
り、嫁ぐ娘に「お嫁入り短刀」を持たせたりするのは、その現れだとする。
平安時代末期、直刀であった刀剣は反りのある日本刀へと生まれ変わり、その
ことは剣技に大きな変化をもたらしたという。大きな変化の一つは両手太刀の剣
技が定着したことである。これは「自分の身を剣の後に隠し、剣を単なる道具と
して手先で操る」片手太刀とは異なり、「我が身を守らず、胸を開いてすっくと立
ち、刀身一如となって動くこと」を可能にするという。室町中期から兵法者が目
指した〈刀身一如〉の理想は、刀と共に体の重心を移動させ、〈反発〉の原理から
抜け出すことだとする。相手の動きにも反発しないその兵法は、稲作民の願いの
結実として生まれてきた剣技であるという。
第二章「新陰流の成立」では、新陰流兵法の流祖上
かみいずみ
泉伊
いせ の
勢守
かみ
信
のぶつな
綱を開眼させた
陰
かげりゅう
流の「猿
えんかい
廻」という型が紹介される。型の動きの説明が始まる本章以降は、著
者自身が真剣を手にし、読者に対面して構える写真が随所に掲げられている。素
人が真剣を持つと、手が震えると聞いたことがあるが、その姿はじつに堂々とし
ている。ここに詳述される軸の移動、間合の読み、拍子の置き方、太刀の切り筋
は、実践を知らない者にとっても興味深い。その理由は、「毛一筋ほどの狂い」も
なくすことによってだけ、「勝敗は天地の理のように、必然のものになる」ことを
知る実践者が説くからにほかならない。
たとえば、「猿廻」の剣法の一部として、陰流の陰の意味を次のように説く。陰
陽の陽は相手、陰は自分であり、陰である自分は、はじめから陽である敵に乗り
移ってなかに潜み、陽が動くのに随い、陰は一瞬にしてその内側から崩して外に
現れると。陽は必ず陰を孕み、陰は必ず陽に転じるのだ。
第三章「太刀筋の体系」では、新陰流の流儀がおよそ十通りに分類できる太刀
筋から成っており、十の太刀筋は互いに関連し接続されていて、全体が円転し
て尽きることのない運動体のようになっていることが、長年稽古を積み重ねて
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きた著者によって明らかにされる。体の中心線を真っ直ぐに切り下ろす「雷刀」、
四十五度の角度に切る「青
せい
岸
がん
」「斬
ざん
釘
てい
」「猿廻」「一刀両断」、十五度の角度に切る
「和
かぼく
卜」の順勢と逆勢、「クネリ打ち」、「山陰」の切り、横雷刀からの逆勢の切りの
十通りである。たとえば、「和卜」と呼ばれる太刀筋は、文字通り相手の居る場所
をいつの間にか柔らかく占有するという意味であるという。切り下げる太刀筋に
自分の全体重が垂直にかかるようにするため、体を沈める時にほんの一瞬だけ、
両足を床からわずかに離す、などといった上級者向けの要領も詳述される。
第四章「立合いの心得」では、さらに剣術の奥深さに触れることができる。現
代の剣道のルールでは、決められた部位以外はどんなに打たれても負けにならな
いが、刃物を持った実際の切り合いにおいては一分の隙も許されない。では、ど
ういう稽古が役に立つのか。これは剣術に限らず、あらゆる武術における大きな
課題である。著者は、新陰流では「己の身に移動軸を正確に立て、敵との間に何
らかの接点を取って相手の身勢を崩す」という術理に回答の根本があるという。
ここに至って、新陰流の極意中の極意である「十文字勝ち」をはじめ、「浮
うきあし
足」の
足法、「合
がっ
し込んで勝つ」技法、二刀の刀法などの奥義が具体的な動きの例を伴っ
て披露される。
終章「何を剣の『法』とするのか」で語られる「法」とは、「いつも真に潜在的な
もので、口に出せばつまらぬものに変わってしまう。あらゆる術理、あらゆる技
は、そこからの極めて具体的な展開としてあり」、「この展開は、各人が稽古のな
かで各様に生き、そこからの展開通路を各様に造り出すしかない」ものであると
いう。したがって、慣れることなく、あれこれと試しながら稽古を積むしか、そ
の法に到達する道はないのである。最後は、日本刀は生き物を殺す武器ではな
く、農の暮らしを守るものでなければならなかったことが、再び強調されて締め
くくられる。
剣を農耕に結びつける第一章・終章と、刀剣の技法について述べるその他の章
とが、評者にはしっくりとなじんでいるように感じられなかったが、それはおそ
らく評者が剣も鍬も握ったことがないからであり、実際に自身の手で田を耕し剣
を修めれば、農と剣の固い結びつきはおのずと明らかになるはずである。
新陰流の伝書『兵法家伝書』や宗矩の師である沢庵の『不動智神妙録』（1635年
頃）が、禅や老荘思想や朱子学など、当時の日本人が教養として尊んだ中国の古
典に基づいて、兵法の意義を説いたのに対し、現代に登場した兵法書である本書
は、はるか昔から日本人の暮らしと共にあった稲作（これも中国から伝わったも
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のであるが）との関わりのなかに、兵法の意義を見いだそうとした。「兵は不詳の
器」といえども、戦いのない時代に書き記される兵法書には、その時代の理想的
な生き方が指南されているのだ。
解題｜前田英樹『定本　小林秀雄』 河出書房新社、2015 年
日高　優
ひだか　ゆう 
立教大学 現代心理学部映像身体学科准教授　写真研究・映像身体学・表象文化論
前田英樹氏は、私が四年前に立教大学に着任したときの初めての大学院生向け
のガイダンスで、「僕は一介の批評家です」と、静かだがはっきりとそう自己紹
介されていたのを、私はその姿とともにいまも鮮明に覚えている。氏は、批評家
小林秀雄がそう生きたように、何よりも批評家として物を書いてこられた。この
ことは実に驚くべき事実であり、同時に大学という場の真の豊かさを図らずも示
し得てもいる。私たちにとって、これは記憶すべきことだ。現代心理学部という
新たな学部、映像身体学科という新たな学科を創出した前田氏という立役者が、
大学制度が根を張るようなところからは自立して、ただ一介の批評家、身ひとつ
で書く「独身批評家」たることを意志してその態勢をとり続け、これまでの仕事
をされてきたのである。氏の仕事、数々の著作の中身はどれも、諸々の資料や知
識、任意の理論とやらの「様々なる意匠」を凝らした書き物を一気に色褪せさせ
てしまうものであることは、言を俟たない。前田氏の本を読めば、批評と映像身
体学の態勢が重なって、それらが両者ともに対象に直に向かわんとするひとつの
運動であること、こうした仕事に従事する困難を進んで引き受けるだけの意義も
喜びもある仕事であることが実に深くわかる。
前田氏はいま、その円熟した筆を自在に振るい、批評家たる面目が躍如とする
仕事「批評の魂」を、今年（2016年）の一月から月刊『新潮』に連載している。それ
については最後に記すが、私がここで紹介したいと思っている本は、『定本　小
